
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

伊賀労働基準監督署 

チャレンジ アンダー 210 いが 
～伊賀労働基準監督署管内の労働災害 210人未満をめざして～ 

労働災害は本来あってはならないもので、労働災害

の発生は労働生産性を阻害し、健全な企業経営を損な

うものです。 

一方、安全・安心な快適な職場は、労働者の士気の

向上と職場環境の改善等とが相まって労働生産性を向

上させ、企業が行う働き方改革を推進することにつな

がります。 

令和 ２ 年中に死傷者数 ２１０ 人未満を達成するた
め、今般 「 チャレンジ アンダー ２１０ いが 」 の名
称のもと、安全衛生推進運動を管内に展開していま

す。 

 

ケガせんぞうからの提案です。以下のケガなし３か

条を守って、労働災害ゼロを目指しましょう。 
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事業者のみなさま、以下の実施事項への取り組みをお願いします。 

（１）「令和２年(度)年間安全衛生管理計画」の策定と確実な実施 

（２）各種安全大会の開催及び参加 

（３）三重労働局の実施する『「チャレンジアンダー 2,000 みえ」無災害 １･２･３トライアル』への参加 

（４）労働災害防止団体等が実施するイベント等への参加 

（５）三重労働局の実施する『令和２年「チャレンジアンダー2,000 みえ」推進運動』の

月別テーマに基づいた取組の推進 

（６）ポスター、チラシ、ロゴマークを活用する等により、労働災害防止に係る目標の徹

底と職場における安全衛生意識の高揚 

（７）エイジフレンドリーガイドラインを含む各種安全対策指針やガイドライン等の活用 
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伊賀労働基準監督署管内の労働災害発生状況の推移

死傷者数 死亡 多項式 (死傷者数)

休業 ４ 日以上の死傷者数は、増減を
繰り返しながら減少し、平成 ２１ 年に
は 過去最少である ２１８ 人となりまし
たが、それ以降は、減少傾向が見られな

い状況となっています。 

「労働者死傷病報告の分析結果による」 
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２１０いが 
労働災害 210 人未満を 

目指して 


